
 

 

おわりに 

                        

 本研究では、ことばの遅れを主訴とする子どもの実態と指導内容・方法について今日的

視点で再整理を行い、実態を捉える視点と指導内容・方法を整理する視点を提言した。ま

た、幼児ことばの教室等、ことばの遅れを主訴とする子どもたちを早期から支援する場に

ついて、その実態と地域における役割について明らかにすることができた。 

 研究実施にあたっては、数多くのことばの教室の先生方にご協力いただき、多くの研究

資料と示唆をいただいた。ここに改めて感謝を申し上げたい。 

事例研究では、言語障害教育において豊富な経験のある研究協力者や研究協力機関に全

面的な協力をいただいた。第３章にまとめた事例研究は一つ一つの事例から学ぶ事が多く、

深い実践内容であった。また研究協力者、研究協力機関の先生方との４回の研究協議会と

３回の事例検討会では、密度の濃い協議と研究への提言がなされ、それらをこの研究成果

報告書に反映することができた。 

ワークショップによる情報収集では、４地域 91 名のことばの教室の先生方に協力をいた

だいた。どのワークショップも、日々の実践を出し合いながら熱のこもった議論がなされ、

学び合う姿勢にあふれていた。第４章の資料はこうした議論から得たものである。 

実地調査では、８教室に訪問させていただいた。制度のない中で、幼児の言語指導を行

い続けている先生方のお話には、子どもや保護者への思いが詰まっていた。第６章の資料

は、こうした先生方から得たものである。 

大学の研究者のお二人には研究協議会や事例検討会で貴重な助言をいただいた。研究の

とりまとめにあたっても多くの示唆をいただき、第７章に提言をいただいた。 

このように、本研究はことばの教室の先生方の日々の実践を研究資料の中心としてまと

めたものであり、ことばの教室の先生方に日々の実践で活用いただけるものになるよう心

がけたつもりである。ことばの教室の先生方をはじめ、ことばの遅れを主訴とする子ども

への支援に関心のある方々にお読みいただき、活用いただくことを願うとともに、忌憚の

ないご意見をいただければ幸いである。 

最後に、事例研究において、研究分担者の参観と指導に関する資料の提供をお許しいた

だいたお子さま方と保護者のみなさまに心より感謝申し上げる。 
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